
令和６年度 高等学校学習指導要領実施状況調査の結果について（数学）

集合と命題に関して、「二つの条件の関係について集合の
包含関係と関連付けて理解すること」と「簡単な命題につ
いて証明が適切であるかどうかを判断すること」の問題例
（別紙1参照）

○数学に関する知識の理解の質を更に高め、確かな学力を育成すること。
○現実の世界と数学の世界における問題発見・解決の過程を学習過程に反映
させることを意図して数学的活動の一層の充実を図ること。

○目的に応じてデータを収集して分析し、課題を解決したり意思決定したり
する資質・能力を育成するため、統計的な内容等の改善・充実を図ること。

１．平成30年学習指導要領の改訂の主なポイント

日常生活や社会の事象について、「数学的に捉えて表現す
ること」と「数学的に表現されている問題を解決するこ
と」の問題例（別紙2参照）

〇二つの条件の関係を集合と関連付けて理解することは相当数の生徒ができ
ているが、簡単な命題について証明が適切であるかどうかを判断すること
には課題があると考えられる。

〇日常の事象や社会の事象について、予め数学的に表現されている問題を解
決することは相当数の生徒ができているが、数学的に捉えて表現すること
には課題があると考えられる。

〇データの分析について、目的に応じて適切な統計量やグラフを選択して分
析を行うことには課題があると考えられる。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

○指導上の改善点
・数学に関する知識の理解の質を高める活動を充実する。例えば、様々な
説明や証明の仕方の限界やよさを考える機会を設けるなどして、証明す
ることについての理解の質を高める。

・数量や数式、図形などに関する性質を帰納的に見いだしたり、見いだし
た性質がいつでも成り立つ理由を演繹的に説明したりする活動を充実する。

・日常の事象や社会の事象について、予め数学的に表現されている問題を
解決するだけではなく、事象を数学的に捉えて表現する活動を充実する。

・統計的な問題解決の一連の活動を充実させ、その過程でICTを用いるなど
して、統計量やグラフの意味と活用の仕方についての理解を深める。

３．２の成果と課題を踏まえた改善の方向性

４．調査問題例（CBT 高等学校/数学）

②日常生活や社会の事象などを数学的に捉えて表現されている問
題について、二次関数の式やグラフを用いて解決することを問
う問題を出題。    【通過率 65.2%】

①二つの数量の関係に着目し、日常生活や社会の事象などを数学
的に捉えることを問う問題を出題。 【通過率 41.3％】

「目的に応じて適切な統計量やグラフを選択して分析を行
うこと」の問題例（別紙3参照）

○「データの分析」において
二つの変量の相関を調べる目的に対して、適切な統計量やグラフ
を選択できるかを問う問題を出題。    【通過率 34.0%】

②簡単な命題について、証明が適切であるかどうかを判断できる
かを問う問題を出題。【通過率 21.7％】

○「数と式」において
①二つの条件の関係について集合の包含関係と関連付けて理解し
ているかを問う問題を出題。 【通過率 ①76.2% ②76.3％】

○「二次関数」において
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集合と命題に関して、「二つの条件の関係について集合の包含関係と関連付けて理解すること」と「簡単な命題について証明が適切
であるかどうかを判断すること」の問題例

【別添１】
別紙1（問題例）

数学Ⅰ 第３学年
①二つの条件の関係について集合の包含関係と関連付けて理解しているかを問う問題
②簡単な命題について、証明が適切であるかどうかを判断できるかを問う問題

【通過率 ①76.2% ②76.3％ 】 【通過率 21.7%】

完答

① ②

(参考)【通過率③50.0% 】



日常生活や社会の事象について、「数学的に捉えて表現すること」と「数学的に表現されている問題を解決すること」の問題例

【別添１】
別紙2（問題例）

数学Ⅰ 第３学年
①二つの数量の関係に着目し、日常生活や社会の事象などを数学的に捉えることを問う問題
②日常生活や社会の事象などを数学的に捉えて表現されている問題について、二次関数の式やグラフを用いて解決することを問う問題

【通過率 41.3%】

【通過率 65.2%】

CBTでは、前の問題に戻って解答を修正できない
ようにすることが可能である。これにより、(2)で
(1)の正答を提示でき、(1)で正答を得ていない生徒

もそれをもとに(2)を解答することができる。



「目的に応じて適切な統計量やグラフを選択して分析を行うこと」の問題例

【別添１】
別紙3（問題例）

数学Ⅰ 第３学年
○二つの変量の相関を調べる目的に対して、適切な統計量やグラフを選択できるかを問う問題

【通過率 34.0%】

完答

リンクをクリックすると、
統計量やグラフが出現する
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